
○学校関係者評価を踏まえた今後について
・学校の取組みに対して、十分な評価をいただきました。学校関係者評価委員の方からのご意見やご指摘を真
摯に受けとめ、次年度に向けた目標設定（スクールプラン）に生かし、生徒たちがより安心して学校生活を送
れるよう取り組んでいきます。
・受講生徒数が増える中で、タブレット端末の活用や連絡等のデジタル化を含めたICT化を促進し、よりよい
教育を生徒に提供できるよう努力していきます。

令和６年度福井県立道守高等学校学校関係者評価書（通信制）

（問）
・学校評価書の成果と課題が適切かどうか。
・成果と課題を踏まえた改善策・向上策が適切かどうか。
・その他

（ご意見をお聴きした方々）
・福井県立道守高等学校教育振興会　　　　　  会長　　 　　 　　　鈴木　宏治  氏
・福井県立道守高等学校福信会　　　　　　　　会長　　　　　　　　服部　　悟　氏
・福井県立道守高等学校育友会　　　　　　　　会長　　　 　   　　柳生　英俊  氏

(ご意見欄）
○教育課程・学習支援
・通信制は多様な生徒がおり、学習内容の理解を深めることがあまりできなかったと答えた１８人は仕方ない
と思いますが、理解を深める方法について再度検討をお願いしたいです。
・生徒対象の質問「学習内容の理解を深めることができたか」について、「どちらかといえばできた」の回答
者が５０％を超えています。これが「できた」寄りなのか「あまりできなかった」寄りなのか判断できるとい
いと思います。

○生活支援
・先生方の目標指数への取り組みが、生徒への成果として表れていると思います。生徒が安心して学校生活を
送り、社会の一員として交通マナーを守り、学校行事にも参加しているのは喜ばしいです。

○進路支援
・将来の進路を生徒保護者共に考え、見つめていることを表す成果指数が目標をクリアしてよかったと思いま
す。自分の進路について全く考えたことがないと答えた生徒・保護者が共に３名いることが気になりました。
・通信制に通う生徒が増加しており、今後もその傾向が続くことが予想される中で、進路指導を充実していた
だきたいです。特に、不活動生に対する支援ができるといいと思います。

○生徒理解
・生徒・保護者共に８８％・８６％と高い数字が出ていて安心しました。今後とも、保護者のつどい等を通じ
て日ごろの取り組みを知ってもらうようお願いします。
・教育相談室が生徒の居場所としての役割を果たし、多くの生徒が利用することで一つのコミュニティとして
機能しているのがよい取り組みだと思いました。

○健康安全
・学校で清掃時間・美化ボランティアが９０％近くできていても家ではなかなかできないのは仕方ないです
ね。健康に悪い薬物、喫煙に対する意識度が生徒と保護者共に高い数字で安心しました。

○生涯学習
・「通信道守」を通じて学校生活が保護者にも理解され安心しました。また、メディア・インターネットから
の情報の吸収も日常生活の中で自然にできているのがわかりました。
・図書館を利用する生徒が増えることが理想ですが、これからは本を媒介とした読書の促進だけでなく、電子
媒体を含めた活字に触れる機会の創出に工夫を凝らしていただきたいです。

○全体（総括）
・卒業式への参加者数をみても、毎年、保護者の関心が高まっているように思えます。道守高校の教育に安心
し、信頼を寄せている証拠だと思います。来年度以降も、同様の取り組みをお願いします。
・最近のメディアの情報で若者が知らず知らずのうちに犯罪の道にひきづりこまれるのを耳にするにつけ心が
痛みます。学校でも折につけ、生徒たちに注意喚起してほしいと思います。


